
組 織 図 

 市長は、その権限に属する仕事を分担するため、条例で局という内部組織を

設けています。 

また、市民の皆様に密接に関連する業務については、市内の区域を分けて

区役所を設けています。 

ここでは、主要な事務事業を所管する局区別に、主な事業をご紹介します。 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2045 内） 21301 

 ４０，０９７，００５千円  （対前年度比：＋１．１％）

＜主な事業＞ 

  災害・危機事象に備える対策の推進     

地域防災力強化の推進                     ２２６，４５６千円 

○地域住民や地元企業、消防団等が主体となる自助・共助（互助）による実践的な防災訓練を全

区で実施し、地域防災力の向上を図ります。（拡充） 

○自主防災組織への活動費助成や防災資器材の購入費補助を行います。（拡充） 

○市民啓発の充実強化により、市民の防災意識の向上を図ります。（拡充） 

 防災施設整備の推進 １，３９０，３１６千円

○災害発生時における強靭かつ安定した情報通信網を維持するため、市役所

と区役所、他自治体等との間の通信手段となる多重系・衛星系無線を再整

備するとともに、災害情報等の市民への情報伝達機能の向上を図るため、

同報系無線の屋外受信機の増設や戸別受信機の更新を行います。 

 本庁舎等建替えの取組 ４６３，４０８千円

○新本庁舎の基本・実施設計及び環境影響評価手続を進めます。基本設計の完了は 29 年度、実施

設計及び環境影響評価手続の完了は 30 年度を予定しています。 

○現本庁舎は、大規模地震発生の際には倒壊の危険性があるため、建物の解体工事（地上部分の

み。地下部分は、新築工事を行う際に基礎工事と併せて解体）を進めます。完了は 29 年度を予

定しています。 

  ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による市民利便性の向上     

 かわさきアプリの運用及びかわさきＷｉ－Ｆｉの利用エリア拡大  ３２，７３１千円

○必要な情報を必要とする人へ的確かつタイムリーに提供するスマートフォン用アプリケーシ

ョン「かわさきアプリ」の安定的な運用及び機能改善を図ります。 

○行政施設等への公衆無線ＬＡＮ（Ｗｉ－Ｆｉ）環境の整備、鉄道駅や商

業施設等、民間事業者と連携し事業者が整備したＷｉ－Ｆｉ環境を活用

して「かわさきＷｉ－Ｆｉ」の利用範囲の拡大を図ります。（拡充） 

○新たな市民サービスやビジネス創出等につなげるため、オープンデータ

の提供数を増やすとともに、民間事業者との効率的なデータ流通が図れ

るよう取組を進めます。 

ネットワークの強靭化及び情報システムの基盤整備     １，５４６，７５３千円

○高度標的型攻撃等の様々なリスクが発生している中でも、市民に対して安全で安定的なサービ

スを提供するため、システム環境の更なるセキュリティ強化や、高度なセキュリティ対策が講

じられた神奈川情報セキュリティクラウドを利用したネットワーク運用を行います。（拡充） 

○行政の効率化や市民の利便性を高めるため、庁内の情報システムを確実に運用するとともに、

各情報システムの連携を担うシステム連携基盤についてマイナンバー制度の安定的な運用に

向けた改修を行います。 

総 務 企 画 局 
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  都市イメージの向上とシビックプライドの醸成                          

シティプロモーションの推進 ３５，３０８千円

 ○民間事業者等との連携により地域資源の掘り起こしや魅力づくりに

取り組むとともに、様々なメディアを活用して川崎の魅力を市内外へ

戦略的に情報発信します。また、メディアコーディネーターを活用す

ることで各施策に関するプロモーションを底上げし、市役所全体で都

市イメージの向上を図ります。 

 ○「川崎市シティプロモーション戦略プラン」に基づき、ブランドメッ

セージを活用すること等により、都市ブランドの強化とともにシビッ

クプライド（市民の川崎への愛着や誇り）の醸成を目指します。 

 国際交流の推進 ５３，１７４千円

○姉妹・友好都市として提携している海外８都市との文化芸術・経済・環境・教育等、幅広い分

野での交流をはじめ、相互の発展につながる互恵的な関係の構築に向けて、海外諸都市等との

交流を推進します。 

○クロアチア共和国・リエカ市との姉妹都市提携 40 周年記念事業として、両市の市長による相互

訪問等を行います。 

  迅速で的確な広報・広聴と市民に開かれた情報共有の推進     

 区民車座集会等の実施 １３３，４０１千円

 ○市長が直接区民の方々から意見を聞く「区民車座集会」の実施や「市長への手紙」、市政に関す

る問合せ・意見・相談等を一元的に受け付けるコンタクトセンターの運営等、様々な方法で市

政に関する声を広く聴取し、市政運営に活かします。また、市政に対する市民の意識を多面的

に調査する「かわさき市民アンケート」を実施します。

魅力ある広報の推進  ３８１，７７５千円

○市政だよりやホームページ等の各種広報媒体を活用して、市政情報を効率的・効果的に市内外

に発信します。 

○テレビ・ラジオ等を活用して、川崎のさまざまな話題、イベント情報、行政情報等を市内外に

発信します。 

  川崎市総合計画 第２期実施計画の策定に向けた取組     

第２期実施計画の策定 ３７，０５９千円

○「川崎市総合計画」は私たちの「まち」川崎をもっともっと住みやすくするための方針や取組

のすべてを網羅した計画です。川崎市総合計画に掲げられている「めざす都市像」や「まちづ

くりの基本目標」の実現に向け、取り組む施策の具体的内容や目標

を定める第２期実施計画（30～33 年度）を 29 年度に策定します。

○市政だより特別号やパブリックコメントなど、計画の策定段階に

合わせて、市民の皆様にわかりやすく情報を発信します。 

○第１期実施計画（28 及び 29 年度）での取組の成果を測り、その結

果を第２期実施計画に反映させるため、市民生活やまちづくり等

に関してアンケート調査を実施します。 

ブランドメッセージ 
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＜予 算 額＞            問合せ先：庶務課 200-2175 内） 24101 

  ６，０１５，４９３千円  （対前年度比：＋１．０％）

＜主な事業＞ 

  資産マネジメントの取組の推進  ４３，２１６千円    

○将来的な財政負担の縮減や行政ニーズの変化に的確に対応していくため、本市の公共施設等総

合管理計画「かわさき資産マネジメントカルテ」に基づき、施設の最適な維持管理や活用、

ＥＳＣＯ事業の導入によるライフサイクルコスト削減等の取組を推進します。

 ・予防保全による施設の長寿命化の推進

 ・広域的観点及び施設単体の使用価値・市場価値の観点からの資産保有の最適化の推進

 ・多様な効果創出に向けた財産の有効活用の推進

 ※本予算は事務経費であり、資産マネジメントに係る具体的な各局の予算については、97 ペー

ジ以降で御紹介します。

  税務事務の運営及び市税収入確保に向けた取組の推進   １，００３，７３１千円    

○マイナンバー制度や個人住民税の特別徴収完全実施化へ的確に対応するなど、適正・公平な税

務行政を推進します。

○大規模災害発生時のり災証明書発行のための建物被害認定調査及び固定資産税事務の迅速な

実施に向けて、地番情報地図データの作成を行います。（新規）

○クレジットカード納付制度の早期の導入など、納税者の利便性の向上とより一層の市税収入確

保に向けた取組を推進します。（拡充）

川崎市 IR ニュース

市債発行や投資セミナー開催

時を中心に月１回程度発行

市が公園、道路、学校、文化施設など身近な公共施設の整備のために必要となる資金

の一部を借り入れるため、定期的に「川崎市債」を発行しています。 

 市債を安心してご購入いただくためにも、個人投資家向けの 

「市債投資セミナー」や機関投資家向け説明会の開催、ＩＲニ 

ュースの発信、ホームページにおける情報提供などにより、市の 

取組や財政状況、市債に関する情報を積極的に発信しています。 

川崎市ホームページ「投資家情報（ＩＲ）」 

http://www.city.kawasaki.jp/shisei/category/47-4-1-0-0-0-0-0-0-0.html 

ＱＲコード対応の携帯電話

やスマートフォン等からも 

ご覧いただけます。 

ＱＲコード 

財 政 局 

ＩＲ（投資家向け広報）の取組 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2255 内） 26101 

  ２０，４９５，０２５千円  （対前年度比：＋１６５．８％）

＜主な事業＞ 

  防犯対策の推進     

 安全・安心なまちづくりの推進 ６５５，４３９千円

○地域における防犯カメラの設置を支援します。

○地球環境負荷や維持管理等に関わる負担の軽減などを図るため、「防犯灯ＬＥＤ化ＥＳＣＯ事

業」に取り組みます。（新規） 

○防犯意識の高揚・啓発や犯罪防止に向けて、かわさき安全・安心ネットワークシステムを構築

し、地域の犯罪情報等の一元化を図り、迅速な情報配信を行います。（新規）

  交通安全対策の推進     

 交通安全対策の推進  ５７，４２９千円

○広報・啓発活動などを通じ、市民、交通安全関係団体、警察、行政等が協働・連携して、交通

事故のない安全で住みやすいまちの実現を目指します。

  市民参加の促進と多様な主体との協働・連携のしくみづくり     

 市民参加の促進と多様な主体による協働・連携の推進  １７，８０２千円

○協働・連携ポータルサイトの運営、人材マッチング事業の実施など、自分たちのまちを自分た

ちでつくるための持続的な活動に向けた環境整備を行います。 

○若者をはじめとした多様な世代・立場の市民による市政への参加促進に向けた取組を進めます。

○参加と協働によるコミュニティ推進施策について検討を進めます。

 町内会・自治会、市民活動団体、ＮＰＯ法人などの活動支援 ２６０，５８４千円

○地域で様々な課題に取り組んでいる市民を応援するため、市内の中間支援組織と連携しながら、

それぞれの市民活動の継続・発展に必要な人材の育成・参加促進、資金調達、活動場所の確保、

情報発信等に向けた支援を実施します。

  平等と多様性を尊重した人権・平和施策の推進     

 人権施策の推進       ３７，８８７千円

○人権を尊重し、共に生きる社会を目指して、平等と多様性（ダイバーシティ）を尊重しながら

人権施策を総合的に推進します。

○ヘイトスピーチの解消に向けて、アゼリアビジョン等を活用し、啓発活動を重点的に実施しま

す。（拡充）

  男女共同参画社会の形成に向けた施策の推進     

 男女平等施策の推進     １０，４２５千円

 ○男女があらゆる場において、男女平等に関わる人権の侵害を受けることなく、自立して共に働

き、学び、暮らすことができる男女共同参画社会の形成に向け、働く場における女性の活躍や

ワーク・ライフ・バランスの推進等の取組を進めます。 

市 民 文 化 局 
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  市民の文化芸術活動の振興      

 市民文化活動の支援 ４４７，２９４千円

 ○東京２０２０オリンピック・パラリンピック大会を契機として、誰もが暮らしやすいまちづく

りに向け、文化芸術に親しめる環境づくりを推進します。（新規）

○高津区出身の詩人・童謡作家である故小黒恵子氏から遺贈を受けた小黒恵子童謡記念館を４月

１日に再開館し、「童謡文化体験の場」と「地域の憩い、交流の場」として活用します。（新規）

  音楽や映像のまちづくりの推進     

音楽のまちづくりの推進  ８１，０３６千円

 ○「音楽のまち・かわさき」推進協議会等の多様な活動団体と協

働・連携しながら、幅広い世代が身近に音楽を楽しめる環境づ

くりを進め、まちに音楽があふれ、豊かな心を育む、「音楽のま

ちづくり」を推進します。 

 映像のまち・かわさきの推進  ３２，８０８千円

 ○「映像のまち・かわさき」推進フォーラムを中心として、市内の豊富な映像資源による活動を

促進するとともに、市民が映像に親しむ機会の創出とまちの魅力を発信することで、本市の魅

力を高め、映像文化の振興を進めます。

  スポーツのまちづくりの推進     

 市民スポーツの推進     ７５，４２０千円

○スポーツ関係団体と連携し、多くの方が気軽に参加できる各種スポーツ事業を実施するととも

に、障害者スポーツ大会の開催や、スポーツセンターにおける障害者のスポーツ参加機会の拡

充など、障害者スポーツの普及促進のための取組を進めます。（拡充）

 スポーツを活用したまちづくり １０４，２１２千円

 ○かわさきスポーツパートナーと連携したふれあい教室の開催、公式戦への市民招待の実施、多

摩川を活用したマラソン大会の開催など、スポーツを「する・観る・支える」場の充実を図り、

市民が身近にスポーツに親しめる環境づくりを進めるとともに、スポーツを通じた本市の魅力

を高めるまちづくりを推進します。

スポーツ・文化総合センターの整備・運営 １４，０５８，０３５千円

     （28 年度補正予算対応 １３６，８６９千円）

○スポーツ・文化総合センターを 10 月１日に開館し、スポーツ・文化・

レクリエーション活動の拠点機能の強化を図るとともに、コンベン

ションや各種イベントなどの多目的な市民の活動に対応できる施設

として整備・運営します。（拡充）【補正含む】

 東京オリンピック・パラリンピックに向けた取組の推進 ５９，８０９千円

 ○「かわさきパラムーブメント」の理念の浸透に向けた広報、第２期かわさきパラムーブメント

推進ビジョンの策定、各種プロジェクトの展開など、東京２０２０オリンピック・パラリンピ

ック大会を契機とする誰もが暮らしやすいまちづくりを進めます。また、英国代表チームの事

前キャンプ受入れの準備や英国との交流を推進します。（拡充）

スポーツ・文化総合センター 

かわさきジャズ 

※表内の図は完成予定のイメージです。 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2320 内） 28101 

  ２７，３６１，１３１千円  （対前年度比：△１４．７％）

＜主な事業＞ 

  防犯対策の推進     

 消費生活の安全の推進   ８６，１６１千円

○消費者行政推進計画に基づき、様々な消費者トラブル等に関する啓発・相談を実施します。

  農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進     

 農業への理解の促進 １８，８４０千円

○市民農園をはじめとした、ふれあい事業を通じて、「農」と交流する機会の確保を図ります。

  アジアを中心とした海外での事業展開支援の強化     

 経済の国際化への対応の推進 ５１，４８３千円

○川崎市海外ビジネス支援センター（ＫＯＢＳ）により企業の海外展開をワンストップで支援す

るとともに、海外現地でのビジネス支援拠点の増強を図ります。（拡充） 

環境産業のグローバル化の促進                 ４１，８００千円 

○川崎国際環境技術展の開催や行政、民間企業等とのネットワークである「かわさきグリーンイ

ノベーションクラスター」を通じて環境技術の発信及び海外移転を推進します。

  魅力と活力のある商業地域の形成     

 地域特性に応じた活力ある商業振興の推進 ３２０，６５２千円

○川崎駅周辺地区などの商業エリアにおいて、ブランド力のある商業集積地を形成する取組を行

うとともに、新たなイベントの開催を支援し、更なる集客と賑わいの創出を図ります。（拡充）

  中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成     

 ものづくり技術の高度化及び販路拡大・開拓の推進        ４３，０９０千円

○新技術・新製品開発等への支援に加え、展示会への出展等、販路拡大に係る支援を実施します。

○ＩＣＴ産業と他産業の連携を促進し、ＩＣＴの活用促進の機運醸成を図り、市内中小企業の新

たなビジネスモデルの構築、産業の活性化に向けた環境整備を実施します。（新規）

中小企業の経営安定の支援 ２３，２８５，００４千円

○信用保証料補助について、新たに設備強化支援資金を対象とするほか、創業支援資金の補助率

を引き上げます。（拡充） 

○各種資金を低利で融資する中小企業融資制度について、一部対象を拡大します。（拡充） 

戦略的な産業立地誘導の推進及び企業の立地・活動環境の向上  ２８３，２４２千円 

○市内の準工業地域及び工業地域において、中小製造業者が工場等を新増設する事業に対する支

援を実施します。また、近隣の住環境との調和を図るため、防音・防振・防臭対策等の操業環

境の改善に向けた取組に対する支援を実施します。（新規）

○臨海部の対象地域において、中小企業が先端技術を事業化するための事業所新設に対して支援

を実施します。

経 済 労 働 局 
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  都市農業の強みを活かした農業経営の強化     

 健全な農業経営の推進と創造  １２２，９６１千円

○企業や大学等の多様な主体との連携を促進し、新たな農業価値の創造を図ります。

  ベンチャー支援、起業・創業の促進      

 ベンチャー支援・新産業支援の推進 １２５，１７８千円

○ベンチャー企業に対する成長支援及びかわさき新産業創造センターの改修工事を行います。

  地域を支える産業の育成・市内事業者等の新分野への進出支援     

 ウェルフェアイノベーションの推進 ４６，０５４千円

○ウェルフェアイノベーション推進計画に基づき、専門コーディネーターを配置するなど、フォ

ーラム参加者間のマッチングによる福祉分野の製品開発・サービス創出の支援を実施します。 

ソーシャルビジネスの振興                    ５，６７５千円 

○相談窓口や講座、交流会、情報発信等により、ソーシャルビジネスの起業・経営を支援します。

  科学技術を活かした研究開発基盤の強化     

 先端科学技術の振興及び産業活動・交流の促進 ８９６，６０５千円

○新たな科学・技術や産業を創造する研究開発拠点「新川崎・創造のも

り」において、ナノ・マイクロ技術を核とした産学連携支援等に取

り組むとともに、創造のもり事業の集大成として、新たな産学交流・

研究開発施設の整備を推進します。

○オープンイノベーション促進のための交流拠点の形成を図るため、「川崎市コンベンションホ

ール」の 30 年度供用開始に向けた内装工事を進めるとともに、備品等の整備、予約受付、広

報・ＰＲ等の準備を実施します。 

  人材を活かすしくみづくり     

 産業人材の育成と活用及び就業の支援              ７４，８４０千円

○キャリアサポートかわさきによる総合的な就業支援、コネクションズかわさきによる職業的自

立支援を実施します。

○経済団体及び学校と連携して、人材育成セミナー、企業と学校との情報交換会、求職者向け企

業訪問ツアー等を開催し、産業人材の確保・育成を図ります。（拡充） 

  川崎の特性を活かした観光の振興     

 観光・集客型産業の育成及び観光資源の創出・育成       １６１，０８９千円 

（28 年度補正予算対応 ３１，７００千円）

○観光協会や民間事業者等と連携し、新たな旅行商品などの開発支援や

ＳＮＳによる情報発信などのプロモーション活動を行い、市内観光の

振興を図ります。（拡充）

○インバウンド戦略の効果的な取組を推進するため、外国人観光客動態

分析及び有識者等によるワークショップなどを実施します。（拡充）

○ＪＲ川崎駅北口自由通路の供用開始に合わせ「（仮称）川崎駅北口行

政サービス施設」において、本市の多彩な観光資源の魅力発信を行い

ます。（新規）【補正含む】

川崎工場夜景 

※表内の図は完成予定のイメージです。 

産学交流・研究開発施設 

-42-



＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2375 内） 29101 

  １９，８０７，６７４千円  （対前年度比：＋３．５％）

＜主な事業＞ 

  地球環境の保全に向けた取組の推進     

 地球温暖化対策の推進   ８１，４４９千円

○「地球温暖化対策推進計画」等に基づく取組を推進します。

・ＣＣ川崎エコ会議など市民、事業者とのネットワーク

を活かした協働の取組

・低ＣＯ2 川崎ブランド、川崎メカニズム認証制度による

低炭素技術の普及促進

・事業活動地球温暖化対策計画書・報告書制度などによ

る事業者の環境配慮の促進

・国内外の動向を踏まえた｢地球温暖化対策推進計画｣の

改定

・国や近隣自治体と連携した次世代自動車（燃料電池自動車、電気自動車等）の普及促進

・市民生活におけるエコドライブ普及の取組

 環境エネルギー施策の推進  ８９，９２１千円

○「川崎市エネルギー取組方針」に基づき、創エネ・省

エネ・蓄エネの総合的な取組を推進します。

・家庭部門における地球温暖化対策をさらに推進する

ため、エネルギー管理装置と併せて導入する太陽光

発電、家庭用燃料電池、蓄電池や建物全体でエネル

ギーを効率的に利用するネットゼロエネルギーハウ

ス（ＺＥＨ：ゼッチ）の導入を支援

・中小規模事業者が実施する省エネルギー設備の導入

などエコ化の取組を支援

・かわさきエコ暮らし未来館や川崎大規模太陽光発電

所を活用した普及啓発

グリーンイノベーションの推進           １７，９９６千円

○「川崎市グリーン・イノベーション推進方針」に基づく取組を推進します。 

・環境技術を活かしたグリーンイノベーションの取組

・展示会への出展などによるグリーンイノベーションの取組の発信 

スマートシティの推進    ９，６１６千円

○「川崎市スマートシティ推進方針」に基づく取組を推進します。

・エネルギーの最適利用とＩＣＴ・データの利活用によるスマートシティの実現に向けた取組

環 境 局 

燃料電池自動車（市公用車）展示の様子 

ＺＥＨのイメージ 
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  地域環境対策の推進     

 公害防止対策事業の推進  １５９，９５１千円

○大気環境改善に係る取組を推進します。

・低公害車の普及、環境に配慮した運搬（エコ運搬）などによる自動車排出ガス対策

・工場及び事業場の監視、指導などによる排出量削減対策

・事業者による自主的なＶＯＣ（揮発性有機化合物）削減対策

  持続可能な循環型のまちをめざした取組の推進     

 減量リサイクルの推進                     ２３５,０９０千円 

○ごみの減量化・資源化に向けた取組を推進します。

・普及啓発・環境学習の継続実施

・資源集団回収事業の実施

・生ごみの減量化・リサイクルの取組

・資源物の拠点回収事業の実施

・地域環境美化の推進

資源物・ごみ収集事業の推進       ３，０６５，３２５千円

○ごみの減量化・資源化に向けて、効率的・効果的な収集運搬体制の構築を図ります。

 ・空き瓶、ミックスペーパー、プラスチック製容器包装、空き缶・ペットボトル（多摩区、麻

生区は 29 年度から開始）等、収集運搬業務委託を全市で実施

 資源物・ごみ処理事業の推進       ４，１１４，４４１千円

○ごみの適正かつ安定的な焼却処理を引き続き実施します。 

○空き缶、ペットボトル、ミックスペーパー、プラスチック製容器包装など資源物の資源化処理

を委託により引き続き実施します。 

○放射性物質が検出され、一時保管を行っているごみ焼却灰については、実証実験の結果を踏ま

え、試験的埋立を実施します。（拡充） 

廃棄物処理施設等の整備 ２，１４８，２２５千円

○廃棄物処理施設等を安定的に稼働させるための予防保全的な補修・整備を実施し、長寿命化を

図ります。 

・浮島２期廃棄物埋立処分場の基幹的整備 

・南部リサイクルセンターの基幹的整備 

・浮島処理センターの基幹的整備の計画策定（新規）

○廃棄物処理を適正かつ安定的に行うため、処理施設等の建替計画を推進します。

・橘処理センターの建替えに向けた解体撤去工事の実施及

び建設工事の着手

・堤根処理センターの建替えに向けた基本計画作成の着手

（新規） 

・入江崎クリーンセンターの移転に向けた基本計画作成等

の着手（新規）

橘処理センター

※表内の図は完成予定のイメージです。 

かわさき３Ｒ推進キャラクターかわるん 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2615 内） 32101 

  １４１，０１６，６１３千円  （対前年度比：＋０．９％）

＜主な事業＞ 

  総合的なケアの推進                                          

 地域包括ケアシステムの推進                  ２０，８３４千円

○川崎らしい都市型の地域包括ケアシステムの構築に向けて、29 年度に改定する地域福祉計画や

地域医療計画、いきいき長寿プランなど、保健医療福祉分野における事業計画に「地域包括ケ

アシステム推進ビジョン」の考え方を反映させるとともに、ポータルサイト等を活用し、情報

を幅広く発信することで、市民や事業者、関係機関・団体等の理解度の向上を図ります。

認知症高齢者対策事業の推進       ４１，０６９千円

                   （介護保険事業特別会計 １０，３１９千円）

○認知症の人の意思が尊重され、住み慣れた地域のよい環境で自分らしく暮らし続けることがで

きる社会の実現を目指すため、歯科医師及び薬剤師を対象とした認知症対応力向上研修の実施

や、「認知症初期集中支援推進事業」についてモデル実施区を拡大します。（拡充）

 ・幸区 → 幸区、高津区、麻生区

 自立生活に向けた取組の推進      

 生活保護自立支援対策事業の推進 ２５４，４５６千円

○生活保護受給世帯の子どもに対する学習支援の実施場所を８か所から 11 か所に増やし、利用

の拡大を図ります。（拡充）

生活保護業務         ６０，９３７，６２７千円

○生活に困窮する市民に対して、その困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、その最低限度の生

活を保障することを目的に、生活保護費を支給します。また、レセプトデータ分析を実施する

など、医療扶助費の適正化を図ります。

生活困窮者自立支援事業の推進 １８２，４６０千円

◯主に失業により経済的に困窮している市民に対し、早期に困窮状態から脱却できるよう経済

的・社会的自立に向けた支援を行います。

  高齢者福祉サービスの充実     

 高齢者の多様な居住環境の整備              ２，１７０，８１０千円

○介護の必要性が高い要介護高齢者の将来的な増加を踏まえ、特別養護老人ホーム等の介護サー

ビス基盤の整備を進めます。

○特別養護老人ホームにおける、入居者のプライバシー保護のための改修を支援します。（新規）

○要介護高齢者の在宅生活を支えるケアの中核となる「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」や

「（看護）小規模多機能型居宅介護」等の、地域に密着した介護サービスの整備を進めます。

かわさき健幸福寿プロジェクト                 ２５，２６３千円 

○要介護度等の改善・維持の成果を上げた介護サービス事業所に報奨金等のインセンティブを付

与する「かわさき健幸福寿プロジェクト」を実施し、取組意欲の向上を促します。

健 康 福 祉 局 
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高齢者が生きがいを持てる地域づくり     

いこいの家・いきいきセンターの運営   ８１０，９２０千円

○高齢者の心身の健康増進を図るため、いこいの家やいきいきセンターを管理・運営します。

○多世代交流の促進に向けた、こども文化センターとの連携モデル事業を推進します。

○多世代交流を促進し、高齢者の生きがい・健康づくりの場や青少年健全育成の場ともなる地域

コミュニティのための拠点づくりに向けた取組を進めます。 

  障害福祉サービスの充実

障害福祉サービスの基盤整備事業の推進 ２６３，３２６千円

 ○公設民営の障害児者福祉施設の改修工事を行うなど、施設の老朽化への対応に取り組みます。

 ○特別養護老人ホームに併設する障害者短期入所事業所を整備します。

  障害者の自立支援と社会参加の促進                           

精神保健事業の推進                        １１，４４８千円 

○精神障害者の地域における生活を支えるために、区役所等において相談支援を行います。 

○措置入院中から退院後まで、切れ目ない継続的な支援体制を構築します。（新規）

  健康で快適な生活と環境の確保      

予防接種の実施   ４,０６０,６１０千円

 ○各種定期予防接種を実施し、感染症の予防及びまん延の防止を図ります。

 動物愛護事業の推進 ５５０，３２１千円

 ○「ひと・どうぶつＭＩＲＡＩプロジェクト」の推進等、動物愛護施策に取り組みます。

 ○人と動物の共生する社会を実現するため、動物愛護と適正な飼養に係る普及啓発の拠点として

動物愛護センターの再編整備を行います。（30 年度完成予定）

  医療供給体制の充実・強化                      

救急医療体制の確保                    １，２１１，４４４千円 

○休日や夜間における診療や重症・重篤患者に対する医療を適切に提供し、周

産期医療を含めた救急搬送患者の円滑な受入体制の確保等を図ります。

○休日（夜間）急患診療所事業を川崎市医師会に移管し、より良質な医療サー

ビスの提供と柔軟で効果的な診療体制の構築を進めます。また、中原休日急

患診療所については、新たに建設される新医師会館内へ移転します。（拡充）

 生き生きと暮らすための健康づくり 

 がん検診等の実施と受診勧奨    ２，３９３，３５８千円

○政令市トップレベルのがん検診受診率を達成するため、コールセンターや成人検診業務管理シ

ステムを活用した個別の受診勧奨の実施により受診率の向上を図ります。

健康づくりの取組                       １０８，６５４千円

○若い世代への健康づくりの動機付けを図るため、妊婦とそのパートナーを対象に、歯科健診を

含めた総合的な健康づくりの取組として「歯っぴーファミリー健診事業」を実施します。（新規）
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-3733 内） 43101 

  １０４，３８４，５６３千円  （対前年度比：＋９．４％）

＜主な事業＞ 

  子育てを社会全体で支える取組の推進     

 地域における子育て支援の推進      ４７１，８８７千円

○地域や社会全体で子育て家庭を支援するため、地域子育て支援センター事業やふれあい子育て

サポート事業等を実施します。

○27 年度及び 28 年度評価の結果や本市の子ども・子育てを取り巻く状況等を踏まえながら、子

どもの未来応援プランの中間評価を実施し、30 年度以降の計画について見直しを行います。

 小児医療費の助成 ４，５９７，３０８千円

○子どもの健全な育成や子育て家庭における経済的負担の軽減を図るため、29 年４月から通院助

成の対象年齢を小学校６年生まで拡大します。小学校４年生から６年生については、入院及び

調剤は医療費自己負担分の全額を助成し、通院（診療）については、通院１回あたり 500 円を

超えた額を助成します。（拡充） 

  質の高い保育・幼児教育の推進     

 認可保育所等の受入枠の拡大               ４１，４５４,３５２千円 

○認可保育所の新設等により、保育受入枠の拡大を図ります。（拡充） 

  ・294 か所 23,945 人 → 323 か所 25,575 人（29 か所 1,630 人増） 

○地域型保育事業の新設等により、保育受入枠の拡大を図ります。（拡充）

・51 か所 534 人 → 60 か所 706 人（９か所 172 人増） 

 ○低年齢児の定員を超えた受け入れが図れるよう、保育所に

対し保育補助者の雇上げを支援します。（新規） 

○待機児童解消のため緊急的に対応する施策として、年度限

定型保育事業を新たに実施します。（新規） 

  ・16 か所 90 人分 

 ○民間保育所職員等への給与改善を支援します。（拡充） 

○市内一律の保育所等への賃借料補助を地域や駅からの距

離等に応じた制度とします。（拡充） 

○多様な保育ニーズに対応するため、認可保育所における一時保育事業の拡充を図ります。（拡充）

 ・64 か所 → 70 か所（６か所増）

 認可外保育施設への支援の充実               ４，０９６，０７８千円 

○川崎認定保育園への援護費を拡充し、保育を必要とする保護者へ保育料を補助します。（拡充）

・助成対象者 4,171 人分 → 4,322 人分（151 人分増）

○川崎市医師会と連携し、市内全区で病児・病後児保育事業を実施します。（拡充）

 ・６か所 → ７か所（１か所増）

こ ど も 未 来 局 

保育園の様子 
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幼児教育の推進                      ３，７７２，４３２千円 

○私学助成を受ける私立幼稚園に就園する園児の保育料等の補助を行い、幼児教育の振興を図り

ます。幼児教育の段階的無償化に向けた取組に伴い、補助単価の改定を行います。（拡充） 

○幼稚園の認定こども園化を推進し、保育受入枠の拡大を図ります。（拡充） 

 ・３か所 260 人 → ４か所 305 人（１か所 45 人増）

 ○幼稚園における保育ニーズに対応するため、８時間以上の預かり保育を推進します。（拡充） 

 ・21 か所 → 40 か所（19 か所増） 

○幼稚園における特別支援教育研究研修事業へ補助することで、特別な支援を必要とする子ども

を積極的に受け入れている幼稚園の支援を行います。

保育士確保対策の充実                     ５５５，１４５千円 

○保育士確保のため、保育士宿舎借り上げ支援事業について、認可保育所等への支援充実と、川

崎認定保育園への支援を新たに行います。（拡充）

○保育士修学資金や潜在保育士就職準備金の貸付を実施します。（新規）

○保育士養成施設の学生や潜在保育士等に向けた就職説明会、保育所見学バスツアー等について、

実施内容の充実を図り、求職者と求人事業者のマッチングを支援します。

認可保育所等の整備の推進                 ５，０３１，０９６千円 

○30 年度の保育受入枠の拡大に向けて、認可保育所や小規模保育事業所の整備を行います。 

 ・1,686 人分（認可保育所 28 か所 1,515 人、小規模保育事業所９か所 171 人） 

○認可保育所等の整備促進のため、民間事業者活用型や小規模保育事業所の整備費補助単価を充

実します。（拡充）

  子どものすこやかな成長の促進     

 母子保健指導・相談の推進                   １５９，８０７千円 

○育児に対する負担感が大きい母子を対象に、助産所等を活用して心身のケアや育児のサポート

を行うとともに、各区に母子保健コーディネーターを配置して、妊娠期から子育て期までの切

れ目ない支援を実施します。 

  子どもが安心して暮らせる支援体制づくり     

児童虐待防止対策の推進 １１４，０２２千円

○改正児童福祉法に基づく児童相談所の体制強化として、児童福祉司や児童心理司の増員を行う

とともに、新たに非常勤弁護士を配置します。（新規） 

○子育て短期利用事業において、半日単位のデイステイ利用など、保護者の育児負担軽減を目的

とした支援を充実します。（拡充） 

ひとり親家庭の生活支援                  ４，１００，６０６千円 

○ひとり親家庭等の子ども（小学校３年生から６年生まで）を対象として、学習習慣の定着も含

めた基本的な生活習慣の習得や親以外の大人との関係づくり等に向けた支援を行います。また、

親を対象に、子育ての負担軽減に向けて地域との関係づくり等の支援を行います。（新規）

○ひとり親家庭への支援施策を紹介する冊子の作成など、施策周知の取組を推進します。

 子ども・若者支援の推進  ８８，４８３千円 

○全６か所の児童家庭支援センターで、乳児院併設型においては、育児不安等がある乳幼児期の

保護者を中心とした育児支援プログラムを、児童養護施設併設型においては、支援を必要とす

る学齢児を中心とした支援を実施します。
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2939 内） 35101 

  ２６，０８６，４５１千円  （対前年度比：△５．２％）

＜主な事業＞ 

  魅力にあふれた広域拠点の形成     

 川崎駅周辺地区の整備 ５，８３５，８３６千円  

〇「川崎駅周辺総合整備計画」に基づき、安全・安心で魅力ある広域拠点の形成を推進します。 

  ・ＪＲ川崎駅北口自由通路等整備工事（29 年度供用開始予定）

・ミューザ川崎とラゾーナ川崎東芝ビルを接続する堀川町Ｃ地区連絡ペデストリアンデッキ整

備工事（29 年度完成予定）

・「京急川崎駅周辺地区まちづくり整備方針」に基づく民間開発の誘導と基盤の再編整備の推進

小杉駅周辺地区の整備   １，３８７，２３７千円

○民間活力を活かした市街地再開発事業等により、駅周辺に公共・公益施設等をコンパクトに集

約し、魅力ある広域拠点の形成を推進します。

 ・小杉町３丁目東地区市街地再開発事業（31 年度完成予定）

個性を活かした地域生活拠点等の整備

 登戸土地区画整理事業の推進 ５，５１１，３１５千円

○登戸・向ヶ丘遊園駅周辺地区については、集団移転手法を活用した事業展開により土地区画整

理事業の早期完成を目指し、魅力ある地域生活拠点の形成を推進します。

鷺沼駅前地区の再開発事業の推進 １５，０００千円

○鷺沼駅前地区については、民間活力を活かしながら、駅を中心に様々なライフスタイルに対応

した都市機能集積及び交通結節機能の強化を推進します。（新規）

身近な交通環境の整備

 身近な地域交通環境の整備  ９，７６２千円

○「川崎市総合都市交通計画」に基づき、身近な地域で安全・快適に生活できるよう、地域交通

環境の整備を推進します。

  ・コミュニティ交通の導入に向けた支援（白幡台、岡上西など）

  ・コミュニティ交通の本運行地区（高石、長尾台）における事業継続に向けた支援

ま ち づ く り 局 

ＪＲ川崎駅北口自由通路 小杉町３丁目東地区 
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  地域の主体的な防災まちづくりの推進     

密集市街地の改善に向けた新たな重点対策 ８８，４９７千円 

○老朽木造住宅等が密集した市街地において、大規模地震時に人的・物的被害が特に大きいと想

定される地区を不燃化重点対策地区に指定し、建築物を建築する際の不燃化を条例で定めると

ともに、老朽建築物の解体工事や燃えにくい建築物の新築工事等への助成制度を拡充する新た

な重点対策を展開します。（拡充）

防災まちづくり支援の推進                    ６，００５千円 

○災害時に大きな延焼被害等が想定される地区において、防災専門家やコンサルタント派遣を行

いながら、防災意識の醸成や自助・共助（互助）による地域主体の防災まちづくりを推進し、

地域防災力の向上による災害に強いまちづくりを支援します。（拡充）

  まち全体の総合的な耐震化の推進     

 民間建築物等の耐震化の推進 ４０９，１２５千円

○木造住宅や民間マンション、特定建築物について、耐震診断・改修工事等の助成を行うととも

に、擁壁の築造等に対する宅地防災工事等への助成などの取組により、災害に強いまちづくり

を推進します。 

・木造住宅の部分改修工事、耐震シェルター・防災ベッド設置への助成

・耐震診断を義務化した特定建築物（通行障害建築物）の耐震改修工事等への助成 

  ユニバーサルデザインのまちづくりの推進     

 ユニバーサルデザインのまちづくりの推進 ３，７００千円

○バリアフリー基本構想の改定や、ユニバーサルデザインタクシーの普及を促進します。

ＪＲ南武線の駅アクセス向上 ６９８，３６６千円

○ＪＲ南武線武蔵溝ノ口駅以北の片側改札口の５駅について、誰もが利用しやすい交通環境の整

備を推進します。 

 ・稲田堤駅及び津田山駅の橋上駅舎化並びに中野島駅の暫定的な臨時改札口に関する取組等 

  誰もが暮らしやすい住宅・居住環境の整備     

 住宅施策の推進 ８，５５７，２７１千円 

○市営住宅等の適正な管理運用、既存の民間賃貸住宅を活用した入居支援等を進めるとともに、

改定した「住宅基本計画」に基づき、誰もが安心して暮らせる住宅施策を推進します。

 ・空き家を活用した交流の場づくり等（モデル事業）の検討・実施

  ・「市営住宅等ストック総合活用計画」に基づく、市営住宅の建替え（末長住宅ほか５団地）

  安全で安心して快適に暮らせる計画的なまちづくりの推進     

 庁舎等建築物の長寿命化対策 ２１４，５７５千円

○計画的で適切な施設保全により、庁舎等建築物の長寿命化を推進します。 

 ・大規模施設における中長期保全計画の策定、劣化状況等の把握、工事優先度の判定の実施 

  ・予防保全による効果の大きい大規模５施設（港湾振興会館、高津区役所、第３庁舎、とどろ

きアリーナ、多摩区総合庁舎）における、長寿命化対策工事の実施 

※表内の図は完成予定のイメージです。 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-2785 内） 38201 

  ３４，７８６，４７４千円  （対前年度比：＋３．０％）

＜主な事業＞ 

 まち全体の総合的な耐震化の推進   

 橋りょう耐震化の推進                    ２９８，０００千円 

 ○安全性を確保し、地震災害に強い都市基盤を整備するため、比較的規模の大きい橋に加え、市

民生活において重要な生活道路などの橋りょう耐震化を実施します。 

地域の生活基盤となる道路等の維持・管理                           

道路、河川等維持補修事業の推進             ２，４２４，０７６千円 

○道路等について、適切な維持管理を計画的に実施することにより、道路交通の安全を確保し、

市民の快適な生活環境を維持します。

○河川護岸等の老朽化対策として、平瀬川の護岸改修をはじめとした維持補修を進めます。 

 安全・安心な暮らしを守る河川整備 

 五反田川放水路の整備                  １，８７８，６９６千円 

○五反田川の洪水全量を地下トンネルで直接多摩川に放流する放水路の整備を引き続き実施し、

洪水被害の軽減を図ります。 

河川改修事業等の推進                    １５３，１９５千円

○水害から市民の生命・財産を守るため、平瀬川支川及び三沢川の未改修箇所について、時間雨

量 50mm の降雨に対応する改修を進め、治水安全度の向上を図ります。 

○水防法の改正による新たな洪水浸水想定区域図の公表に伴い、住民避難に活用されることを主

な目的とした洪水ハザードマップに改定します。 

交通安全対策の推進

 安全施設整備の推進                     ４１４，３６９千円

○歩行者の安全確保や道路交通の円滑化を図るため、歩道の設置や横断防止柵の補修等を実施し

ます。また、舗装のカラー化や見通しの悪い交差点の形状変更等の改良を実施します。 

放置自転車対策の推進                  １，２１６，５６２千円 

○自転車等の放置を防止し、歩行者の通行の安全や災害時における緊急活動の場の確保を図るた

め、駐輪場を整備し、駐輪場の利用促進や放置自転車の撤去等を実施します。また、川崎駅東

口周辺地区における総合自転車対策を推進します。 

協働の取組による緑の創出と育成

 都市緑化の推進や公園緑地の管理運営の推進          ３６３，１７７千円 

 ○緑あふれる都市環境の向上をめざし、市民の植樹運動など、市民、事業者、ＮＰＯ等との協働

により、緑を創出するさまざまな取組を進めます。 

 ○大規模な公園緑地の管理運営を指定管理者により実施するとともに、身近な公園緑地の管理運

営を推進します。 

建 設 緑 政 局 
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魅力ある公園緑地等の整備

公園緑地等の整備                      ７１２，６３７千円 

○大規模公園やその他の公園緑地について、整備に向けた取組等を推進します。 

等々力緑地の再編整備                    １１０，６６３千円 

○「等々力緑地再編整備実施計画」に基づき、等々力緑地の再編整備を推進し、緑地内の施設の

充実を図ります。 

多摩川の魅力を活かす総合的な取組の推進   

多摩川緑地の魅力向上や協働による多摩川の魅力発信      ４０３，６７８千円 

○「川崎市新多摩川プラン」に基づき、多摩川緑地の整備及び維持 

管理を行います。 

 ・サイクリングコースの延伸整備 など 

○市民との協働や流域自治体との連携により、環境学習や体験活動 

の取組を推進し、様々な機会を通して多摩川の魅力を発信します。 

 臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備

 羽田連絡道路の整備推進                 ５，８２１，４３７千円 

○羽田空港周辺地域及び京浜臨海部の連携を強化し、 

成長戦略拠点の形成を図るため、キングスカイフロ 

ントと羽田空港を結ぶ、羽田連絡道路の整備を実施 

します。（拡充） 

広域的な交通網の整備

 広域幹線道路網の整備推進                  ９９７，１８１千円 

 ○市内の都市機能強化に向け、広域幹線道路網の整備に向けた取組を実施します。 

  ・国道 357 号をはじめとする国直轄道路の整備促進（拡充） 

  ・川崎縦貫道路関連調査等の実施 

 市域の交通網の整備

 道路改良事業の推進                   ６，６５５，１４２千円 

 ○広域拠点や交通結節点の機能強化、骨格的な幹線道路ネットワークの形成を図るため、国道 409

号や都市計画道路世田谷町田線をはじめとする幹線道路の整備を推進します。 

 橋りょう整備事業の推進                   ６２４，５７１千円 

 ○交通の円滑化、利便性の向上や防災機能の強化を図るため、（仮称）等々力大橋や末吉橋等の整

備を推進します。 

 連続立体交差事業の推進                 ６，６０１，８３３千円 

 ○複数の踏切を除却する連続立体交差化により、道路交通の円滑化、環境の改善及び地域分断の

解消等を図ります。 

・京浜急行大師線１期区間（小島新田～東門前）の連続立体交差化に向けた整備 

・ＪＲ南武線（矢向駅～武蔵小杉駅間）の連続立体交差化に向けた取組 

多摩川での環境学習の様子 

羽田連絡道路

※表内の図は完成予定のイメージです。 
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＜予 算 額＞          問合せ先：庶務課 200-3048 内） 41101 

  一般会計 ８，１１８，９９２千円  （対前年度比：△３３．６％）

  港湾整備事業特別会計 ２，３６０，０５９千円  （対前年度比：△２５．９％）

＜主な事業＞ 

  災害・危機事象に備える対策の推進            

港湾の防災・減災対策の推進             一般会計 ６４６，５４７千円 

 ○津波・高潮発生時の内陸部への浸水対策及び操作 

  員の安全性を確保するため、海岸保全施設の改良 

を実施します。 

○災害発生時に緊急物資等の輸送機能を確保するた

め、千鳥町７号岸壁の耐震改修を実施します。

○緊急物資等の輸送を円滑かつ確実に行うため、緊 

 急輸送道路の液状化対策（段差発生の抑制）を実施します。 

広域連携による港湾物流拠点の形成 

コンテナターミナルの利用促進・活性化 一般会計 ３，６８２千円 

港湾整備事業特別会計 １，１３６，５５２千円 

○増加するコンテナ貨物に対応するため、コンテナ 

 ターミナル内のヤード整備を行うとともに、老朽 

化した荷役機械（トランスファークレーン）を更 

新します。（拡充） 

○国際コンテナ戦略港湾である京浜港（川崎港、東 

 京港、横浜港）の国際競争力強化に向けた取組の 

一環として、新規荷主の獲得・航路の維持拡大等 

を目的とする「川崎港利用促進コンテナ貨物補助 

制度」を実施します。 

○横浜川崎国際港湾(株)と川崎臨港倉庫埠頭(株)か 

 らなる共同事業体をコンテナターミナルの指定管理者とし、それぞれの会社の特徴を活かし、 

一体的な管理・運営を行うことで、更なる貨物量の増加と効率的な運営を図っていきます。 

港湾施設の整備・維持管理   一般会計 ６１５，５９３千円 

○高度経済成長期を中心に整備した護岸や係留施設等の港湾施設の老朽化に対応するため、中長

期的な維持管理計画に基づき、定期的に点検を実施し、その結果を踏まえ、当該計画の更新及

び補修工事を行います。

川崎港海底トンネルの改修・維持管理          一般会計 ４３９，３８２千円  

○東扇島と市街地を結ぶ唯一の連絡路であり、災害時には緊急輸送道路として機能維持するため、

受変電室建屋等の耐震対策及び付帯設備の改修を行います。

港 湾 局 

海岸保全施設の改良 

川崎港コンテナターミナル 
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臨港道路東扇島水江町線整備の推進        一般会計 ３，３６６，９００千円 

                     港湾整備事業特別会計 ６，３１５千円 

 ○交通需要の増加に対応する新たな交通機能の確保及び臨海部の災害時における輸送ルートの代

替手段の確保を目的として、国の直轄事業による臨港道路東扇島水江町線の整備を推進します。

また、関連事業として、東扇島内臨港道路の道路拡幅等、道路改良工事を推進し、混雑の緩和

を図ります。 

東扇島堀込部等の埋立・維持管理       一般会計 １３１，０６４千円 

                    港湾整備事業特別会計 １８３，８９５千円

○臨海部における企業活動の継続性を確保するため、東扇島堀込部の土地造成に向けた実施設計

を行います。 

◯市内公共工事から発生する建設発生土等を受け入れている浮島２期地区廃棄物埋立護岸の維

持管理を行います。 

ポートセールス事業等の推進 一般会計 ４，８３８千円 

港湾整備事業特別会計 １８，２４３千円 

○荷主等を対象に国内外でセミナーを実施するなど、中国・東南アジア方面との新規航路開設や

既存航路の安定化に向けたポートセールスを官民一体となって推進します。 

○新たな港の賑わいの創出や地域経済の活性化が期待されるクルーズ船の寄港等について、受入

れのための施設能力の調査や、効果を波及させるための課題と方策を検討します。 

市民に開かれた安全で快適な臨海部の環境整備 

魅力ある緑地・親水空間の形成           一般会計 ２９３，３８９千円   

○平常時は人工海浜やバーベキュー広場など、港に集う人々の憩いの場として、また災害発生時

には基幹的広域防災拠点としての機能を有する東扇島東公園の適切な維持管理を行います。

○みなと祭りや夜景ツアー等の拠点として、市民に親しまれている川崎マリエンの適切な維持管

理を行います。 

○オリンピックを目指すビーチバレーボール選手の強化拠点である川崎マリエン内ビーチバレ

ーコートの維持整備を行います。 

川崎港航空写真 

人工海浜（東扇島東公園） 

ビーチバレー

川崎市長杯 

川崎みなと祭り 

©JBV 

※表内の図は完成予定のイメージです。 
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力強い産業都市づくりを担う川崎臨海部 

＜予 算 額＞   問合せ先：臨海部事業推進部 200-3738 内） 42101 

  ６１３，６９５千円  （対前年度比：＋８．７％）

＜主な事業＞ 

  臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備     

臨海部の活性化推進 ４３，９９８千円

○本市の「力強い産業都市づくり」の中心を担う

臨海部の目指すべき将来像や、その実現に向け

た戦略、取組の方向性を示す「（仮称）臨海部

ビジョン」を策定します。また、臨海部の動向

把握及び適切な土地利用誘導を行います。

◯臨海部の持続的な発展を牽引する臨空・臨海都

市拠点である浜川崎駅周辺地域において、戦略

的な土地利用の誘導を進めて活力ある拠点形成

を推進するため、まちづくりの方向性など土地

利用の検討を行います。（新規）

○川崎臨海部の国内外における認知度の向上を図

るため、メディアへのプロモーションやニュー

スレターの発行などを行うとともに、市内学校

と連携した視察ツアーやサイエンスカフェを開

催します。

臨海部交通ネットワークの整備推進 ４，１４６千円

○臨海部の交通ネットワークの充実に向けた東海道貨物支線の貨客併用化等の検討や、鉄道利用

の促進に向けた調査検討を行います。

国際戦略拠点地区の整備推進 １１６，８１７千円 

（28 年度補正予算対応 ３５，０００千円）

○キングスカイフロントを世界最高水準の魅力のある研究開発拠点とするため、良好な景観形成、

研究者等の交流促進や国内外からの来訪者の利便性に配慮した機能など、国際戦略拠点に相応

しい高水準・高機能な拠点整備の取組を推進します。

○キングスカイフロントの持続的な発展に向けて、国の「リサーチコンプレックス推進プログラ

ム」を活用しながら、拠点マネジメント体制の構築、異分野融合研究によるイノベーション創

出、次世代を担う人材の育成、拠点内の交流・連携促進、市内外の拠点との連携促進などを行

います。（拡充）   

○キングスカイフロントの拠点マネジメント体制構築を推進するため、交流ラウンジやミーティ

ングスペース等の域内外の交流・連携を促進する場を整備します。（新規）【補正含む】

市内高校生が参加するサイエンスカフェ

臨 海 部 国 際 戦 略 本 部 
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羽田空港周辺の拠点機能向上 ４，５００千円

○キングスカイフロントと羽田空港周辺の連携を強化し、一体的な成長戦略拠点の形成を支える

バス等の新たなネットワークを検討します。あわせて、川崎臨海部や川崎駅等と羽田空港を結

ぶバスの充実に向けた検討を行います。

 サポートエリアの整備推進      ８８，２５０千円 

○キングスカイフロントをはじめとした臨海部へのアクセス性を高める交通拠点機能の強化に

向けて、産業道路駅駅前交通広場の整備に向けた取組を進めます。

○川崎臨海部の中央に位置する塩浜３丁目周辺地区において、市有財産を有効に活用しながら、

サポートエリアとしてふさわしい土地利用を推進します。

  ナノ医療イノベーションの推進     

 ナノ医療イノベーションの推進 ３３４，７２６千円

 ○ナノ医療イノベーションセンター（ｉＣＯＮＭ）

の運営支援を通じて、がん細胞のみに取り込ま

れる機能を持たせたウイルスサイズのカプセル

「ナノマシン」による新しいがんの治療法など

の研究成果の実用化を進めます。

  「川崎水素戦略」に基づく取組の推進     

「川崎水素戦略」に基づく取組の推進 １２，０００千円

○水素エネルギーの積極的な導入と利活用による

「未来型環境・産業都市」の実現に向けて、国

や関係自治体、企業等多様な主体と連携した水

素・燃料電池のリーディングプロジェクトを創

出・推進します。

○本格的な水素社会の実現を図るため、有機ケミ

カルハイドライド法を活用した水素サプライチ

ェーンの構築に向けた取組を推進します。

○利用者のニーズに合った水素を安定的に臨海部

及び周辺地域に供給するための、水素の製造、

輸送、貯蔵、利用に至るパイロットシステムと

なる「川崎水素ネットワーク」の構築に向けた

検討を行います。（新規）

ナノ医療イノベーションセンター（ｉＣＯＮＭ）

再生可能エネルギーと水素を用いた 

自立型エネルギー供給システム「Ｈ２Ｏｎｅ」 

（川崎マリエン） 
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